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私
市
の
行
葉
台
、

干
手
寺
に
建
設
を
進

め
て
い
た
児
童
遊
園

が
五
月
八
日
に
完
成

し
ま
し
た
。

育
葉
台
児
童
遊
園

は
、
住
生
私
市
団
地

建
設
に
伴
い
提
供
さ

れ
た
空
地
を
利
用
し

た
も
の
で
、
面
積
が

三
千
平
方
メ
ー
ト
ル

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
千
手
寺
の

収
納
庫
建
設
と
同
時

に
行
な
っ
た
児
童
遊

園
は
、
広
さ
二
百
六

十
平
方
メ
ー
ト
ル
の

私
市
区
児
童
遊
園
で

す
。市
で
は
、
チ
ビ
ッ

コ
が
元
気
に
は
ね
回

り
、
身
心
と
も
健
全

に
斉
つ
場
と
し
て
利

用
さ
れ
る
こ
と
を
望

ん
で
い
ま
す
。

脊
葉
台
児
童
遊
園

に
は
、
す
べ
り
台
、

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
、
シ
ー
ソ
ー
、
プ
ラ

ン
コ
、
鉄
棒
な
ど
遊
具
が
あ
り
、
園
内

に
は
、
藤
棚、

ベ
ン

チ
を
完
備
し
て
い

ま
す
。私
市
区
児
童
遊
園
に
も
、
す
ぺ
り
台

向
い
合
わ
せ
プ
ラ
ン
コ
、
メ
リ
ー
ゴ
ー

ラ
ン
ド
な
ど
の
遊
具
と
植
木
や
棚
が
あ

り
ま
す
。

今
後
も
、
宅
地
開
発
さ
れ
る
地
域
に

は
土
地
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
ま
た
そ

の
他
空
地
等
を
利
用
し
、
児
童
遊
園
を

建
設
す
る
計
画
で
す
。

ま
た
、
市
内
に
す
で
に
設
躍
さ
れ
た

児
童
遊
園
が
十
一
か
所
あ
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

そ
れ
ら
は
、
私
部
で
は
、
住
吉
神
社

駅
前
住
宅
、
長
砂
町
に
あ
り
、
倉
治
は

機
物
神
社
、
桜
道
（
大
丸
鋳
物
附
近
）

に
、
星
田
は
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
付
近
、

星
田
神
社
、
傍
示
川
（
労
住
入
口
）
に

私
市
で
は
私
市
会
館
、
永
大
A
団
地
に

も
あ
り
、
郡
津
の
神
社
に
も
あ
り
ま
す

に の
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入

今
日
の
町
に
お
い
て
、
児
意
遊
園
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
の

―
つ
で
す
。
次
代
を
に
な
う
子
ど
も
た
ち
の
遊
び

は
子
ど
も
の
す
べ
て
の
生
活
に
わ
た
っ
て
い
る
た
め
、
地
域
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
も
の
で
す

と
こ
ろ
が
、
都
市
化
の
進
展
は
そ
れ
を
許
さ
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
む
か
し
逍
路
は
人
の
往
来
の
場
で
あ
る
ば

か
り
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
と
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
日
で
は
道
路
は
道
路
、
遊
び
場
は
遊
び
場
と
分
化

し
、
遊
園
地
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
町
に
も
す
で
に
十

一
か
所
の
児
童
遊
園
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
ほ

ど
私
市
の
育
葉
台
、
千
手
寺
に
新
ら
し
く
児
童
遊
園
が
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
心
身
と
も
漣
全
に
育
つ
よ
う
利

用
く
だ
さ
い
。
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蚊
近
、
・
戸
外
で
遊
ぶ
子
ど
も
の
姿
を

見
か
け
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
の
で

近
ご
ろ
の
子
ど
も
は
遊
び
を
忘
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
さ
え
い
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

夕
葬
ど
き
、
母
親
が
路
地
で
子
ど
も

を
大
声
で
探
し
求
め
る
様
子
を
見
た
も

の
で
あ
る
が
、
い
ま
は
そ
ん
な
風
梨
は

な
く
な
り
、
暗
く
な
る
ま
で
遊
び
に
夢

中
に
な
っ
て
帰
宅
時
間
を
忘
れ
る
子
ど

も
は
い
な
く
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
は
、

「学
校
の
宿
題
が
い
そ

が
し
い
。
け
い
古
ご
と
に
よ
そ
へ
通
っ

て
、
と
て
も
遊
ぶ
ヒ
マ
な
ん
て
な
い
よ
」

と
い
う
。

母
親
も
「
子
ど
も
時
代
の
仕
込
み
こ

そ
た
い
せ

つ
だ
か
ら
、
遊
ば
せ
て
ば
か

（私市区児童遊園）

布受水
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り
も
い
ら
れ
な
い
」
と
い
う
。

子
ど
も
に
と

っ
て
遊
び
が
そ
の
生
活

の
大
部
分
で
あ
る
の
に
、
都
会
で
は
表

通
り
の
み
な
ら
ず
裏
通
り
ま
で
車
が
押

し
寄
せ
て
、
も
は
や
室
内
で
遊
ぷ
よ
り

ほ
か
に
み
+
‘
は
な
い
よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
が
子
ど
も
の
成
育
期
に
は
、

戸
外
で
遊
ぶ
時
間
を
か
な
り
持
た
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
時
期
は
身
体
の

み
な
ら
ず
情
緒
の
発
達
に
も
た
い
せ
つ

で
、
こ
れ
ら
は
遊
び
の
中
か
ら
っ
ち
か

わ
れ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
子
ど
も
の
た

め
に
、
遊
具
を
瀧
え
、
楽
し
く
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
る
遊
び
場
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。



(2) かたの

レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
と
し
て
市
民
か

ら
親
し
ま
れ
て
き
た
旧
本
庁
舎
（
倉
治
）

が
去
る
四
月
改
装
に
培
手
し
、
新
し
く

市
立
教
育
文
化
会
館
と
し
て
再
び
市
民

の
お
役
に
た
っ
た
め
、
現
在
工
事
を
進

め
て
お
り
、
ま
も
な
く
完
成
（
七
月
予

定
）
す
る
は
こ
ぴ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
教
育
文
化
会
館
は
、
そ
の
名
の

如
く
当
面
小
規
模
な
が
ら
教
育
文
化
の

セ
ン
タ
ー
的
役
割
を
果
す
た
め
に
、
約

一
万
冊
の
図
書
集
録
可
能
な
施
設
と
し

気
軽
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
て
更
に

本
市
に
お
い
て
古
く
か
ら
残
さ
れ
て
い

る
文
化
財
（
古
文
苔
、
出
土
品
等
）
を

収
管
し
広
く
展
示
公
開
す
る
計
画
を
た

て
て
い
ま
す
。

ま
た
、
洋

・
和
集
会
室
を
設
け
、
そ

の
利
用
効
果
を
あ
げ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

図
杏
室
の
面
積
は
約
九
十
一
．
m
、
文

化
財
展
示
室
は
約
百
二
十
一

d
の
ス
ペ

ー
ス
を
と
り
、
ガ
ラ
ス
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

等
を
取
り
つ
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

集
会
室
は
洋
室
が
約
百
五
十
八
計
で

不
要
図
書
の
寄
贈
に
ご
協
力
を
”
~

鵬

諷

参
議
院
大
阪
府
選
出
議
只
補
欠
選
挙

の
投
栗
日
は
六
月
十
七
日
で
す
。

一
人
も
も
れ
な
く
投
栗
し
ま
し
ょ
う

0
投
票
時
間
お
よ
び
場
所

時
間
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま

で
で
す
。

投
菜
所
の
場
所
は
、
入
場
券
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

各
投
票
所
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

0
投
票
で
き
る
人

昭
和
二
十
八
年
六
月
十
八
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
。

昭
和
四
十
八
年
二
月
二
十
四
日
以
前

に
転
入
届
を
済
ま
せ
、
引
続
き
三
か
月

以
上
本
市
の
住
民
墓
本
台
帳
に
記
録
さ

れ
て
い
る
人
。

0
投
票
所
入
場
券

投
栗
所
入
場
券
は
有
権
者
の
す
ぺ
て

に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
投
票
日
に
は
忘

れ
な
い
よ
う
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

入
場
券
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
投
栗

所
で
再
発
行
し
ま
す
。

な
お
、
入
場
券
が
届
か
な
い
人
は
選

挙
管
理
委
只
会
事
務
局
（
本
庁
）
ま
で

申
出
て
く
だ
さ
い
。

（

九
二
）
ー

0

ー
ニ
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各 投 票

和室が約三十五rrrという内容で会
館付近の整儲も順次おこなう予定

です。

図脊室には、一万冊の図杏を揃

える予定でありますが一挙にその

確保が困難であります。

つきましては、もし不要な図奪

がありましたらご協力をおねがい

したいと考えております。

すでに協力の声も日毎にもりあ

がり、寄贈をうけた図杏は、市が

良好な管理のもとに多くの市民に

ご利用していただきたいと思いま

す。

どのような本でも結構ですので

古い不要なものがありましたら教

育委員会社会教育課まで、ご連絡

ください。

●九ニー0―ニー内線ニ―八

投梨所 投巣場所 区 域

第1投栞所 倉治公民館 大字倉治

第2投栞所 郡津公民館 ヶ郡津（幾肝団地を含む）

第3投梁所 福祉センター ク私邸、天野が原町（旧私部、天9fが原）

第4投累所 呈田公民館 ク星ロ．m出

第5投菜所 私市会館 ク私市、天野が原町（旧私市）

第6投栞所 森集会所 ク森

第7投漿所 寺集会所 ヶ寺、傍示

第8投栞所 交野会館 梅が枝、松塚

市
民
の
宿
願
で

あ
っ
た
国
鉄
片
町

線
の
複
線
化
が
本

決
ま
り
と
な
っ
て

一
年
余
り
経
過
し

ま
し
た
が
事
業
は

ほ
ぼ
予
定
通
り
進

め
ら
れ
て
い
ま
す

こ
の
事
業
は
、

来
年
末
ま
で
に
四

条
畷
、
長
尾
間
を

複
線
化
し
、
合
わ

せ
て
車
輌
増
結
の

た
め
、
駅
ホ
ー
ム

の
延
長
工
事
も
行

な
い
、
そ
の
他
ふ

み
切
り
安
全
設
備

の
充
実
、
交
差
す

る
道
路
水
蹄
河
川

の
改
修
等
、
附
帯

工
事
、
関
連
工
事
も
膨
大
な
も
の
と
な

り
ま
す
。

本
市
で
は
、
複
線
化
工
事
に
対
処
、

ま
た
地
元
の
意
兄
が
十
分
反
映
す
る
よ

う
昨
年
二
月
市
議
会
譲
只
、
区
関
係
者

等
に
よ
る
「
片
町
線
開
発
推
進
委
只
会
」

を
設
け
国
鉄
側
と
積
極
的
に
協
議
を
預

ね
て
お
り
ま
す
。

国
鉄
側
で
は
、
ま
ず
姑
初
の
仕
事
用

地
買
収
を
昨
年
十
二
月
か
ら
始
め
、
現

在
関
係
地
主
さ
ん
の
協
力
で

一
部
を
残

し
ほ
ぼ
確
保
し
、
引
続
き
国
鉄
自
体
の

工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

工
事
は
、
四
条
畷
、
長
足
間
十
三

・

四
km
の
現
在
線
に
線
増
す
る
と
と
も
に

既
設
各
駅
ホ
ー
ム
の
増
設
、
延
伸
を
行

な
い
、
車
輌
の
増
強
に
備
え
る
と
と
も

に
、
快
速
電
車
の
運
行
に
よ
る
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
を
は
か
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
河
内
盤
船
駅
は
既
設
ホ
ー
ム

を
延
長
し
、
反
対
側
に
ホ
ー
ム
を
新
設

し
て
、
地
下
道
で
上
り
下
り
ホ
ー
ム
が

つ
な
が
る
計
画
で
す
。

星
田
駅
に
つ
い
て
も
、
こ
の
機
会
に

改
良
す
る
よ
う
計
画
協
議
中
で
す
。

現
在
、
府
道
大
和
高
田
線
と
河
内
磐

船
駅
間
の
附
帯
工
事
が
行
な
わ
れ
て
お

り
、
六
月
中
頃
に
は
完
成
す
る
予
定
で

河
内
槃
船
駅
ホ
ー
ム
新
設
工
事
は
、
四

月
か
ら
始
ま
り
、
十
月
未
に
完
成
す
る

予
定
で
す
。

ま
た
、
河
内
磐
船
駅
か
ら
津
田
側
、

府
道
大
和
而
田
線
か
ら
星
田
側
へ
の
エ

事
も
八
月
頃
か
ら
着
手
さ
れ
る
予
定
で

す
。最
終
工
事
の
進
歩
に
伴
い
沿
線
の
み

な
さ
ん
に
、
迷
惑
を
お
か
け
す
る
事
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
協
力

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。



かたの (3) 

車
庫
規
制
法
は
、
一
二
十
七
年
に
六
大

都
市
、
三
十
九
年
に
人
口
三
十
万
以
上

の
市
、
そ
し
て
四
十
年
に
は
十
万
人
以

上
の
市
と
適
用
地
域
が
拡
大
さ
れ
ま
し

た
が
、
こ
の
法
律
自
体
に
問
題
が
あ
り

「
ザ
ル
法
」
と
さ
え
言
わ
れ
、
社
録
時

に
車
庫
証
明
を
提
出
す
れ
ば
、
そ
の
後

の
チ
エ
ッ
ク
制
度
も
な
く
、
ま
た
、
適

用
地
域
外
で
登
録
す
れ
ば
後
は
堂
々
と

適
用
地
域
で
乗
り
ま
わ
せ
ま
し
た
。

例
え
ば
、
岩
手
県
都
南
村
の
場
合
、

自
動
単
限
有
率
は
、
自
動
車
一
台
当
り

車
庫
規
制
法

適
用
地
域
が

広
が
る
c
 

、こ暑
J

―
•
六
人
で
全
国
一
番
多
く
、
隣
接
の

盛
岡
市
は
、
十
四

・
三
人
に
な
っ
て
い

ま
す
。こ
れ
は
、
盛
岡
市
が
法
の
適
用
地
域

で
あ
る
た
め
に
、
自
動
車
購
入
の
場
合

住
民
登
録
を
都
南
村
で
行
な
い
、
適
用

を
避
け
た
結
果
が
引
起
し
た
現
象
で
あ

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
改
正
は
、

適
用
地
域
を
全
国

の
車
の

95
％
以
上
が
適
用
さ
れ
る
よ
う

に
拡
大
さ
れ
、
ザ
ル
の
目
を
な
く
そ
う

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
車
庫
証
明
の
チ

エ
ッ
ク
も
強
化
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
自
家
用
車
の
登
録
に
際
し
て

提
出
す
る
関
係
書
類
の
う
ち
、
車
庫
証

明
書
は
、
誓
察
薯
長
の
証
明
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
登
録
前
に
枚
方

警
察
に
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

青
空
駐
車
は

三
万
円
の
罰
金

今
回
、
本
市
の
道
路
を
自
動
車
の
保

管
場
所
と
し
て
使
用
す
る
行
為
（
青
空

駐
車
）
は
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
道
路
に
昼
間
十
二
時
間
以
上

夜
間
八
時
閏
以
上
駐
車
す
る
と
違
反
（

三
万
円
以
下
の
罰
金
）
に
な
り
ま
す
。

車
を
持
つ
に
は
、
保
管
場
所
を
確
保

す
る
こ
と
が
当
然
で
あ
り
、
車
の
あ
る

生
活
を
楽
し
む
人
に
は
、
車
庫
を
持
つ

こ
と
が
義
務
で
す
。

わ
が
国
に
お
け
る
自
動
車
保
有
台
数

の
増
加
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、

府
下
に
お
い
て
は
、
四
十
七
年
末
に
は

百
五
十
五
万
三
干
七
百
七
十
台
に
達
し

十
年
前
の
三
十
七
年
度
末
の
四
十
四
万

六
干
五
百
八
十
台
に
く
ら
べ
る
と
、
約

三
・
五
倍
と
い
う
増
加
を
示
し
て
い
ま

す。
自
動
車
排
出
ガ
ス
中
に
は
、
一
致
化

炭
素
、
炭
化
水
素
、
窒
素
欧
化
物
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
で
は
窒

素
酸
化
物
、
炭
化
水
索
が
光
化
学
ス
モ

ッ
グ
発
生
の
原
因
の
一
っ
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
国
で
は
、
自
動
車
排
出
ガ
ス

減
少
対
策
と
し
て
、
四
十
八
年
一
月
、

保
安
基
準
を
改
正
し
、
次
の
よ
う
に
滅

少
装
置
の
取
付
け
の
義
務
づ
け
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

0
ガ
ソ
リ
ン
•
L
P
G

を
燃
料
と
す
る

普
通
・
小
型
・
軽
自
動
車
が
対
象
と
な

る
。
0
四
十
八
年
四
月
三
十
日
ま
で
に
対
策

を
た
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

0
総
排
気
量
干
八
百

ccを
越
え
る
乗
用

車
等
は
排
出
ガ
ス
減
少
装
置
の
取
付
け

を
、
そ
れ
以
外
の
自
動
車
は
と
り
あ
え

ず
点
火
時
期
の
調
整
を
し
て
く
だ
さ
い

〇
軽
自
動
車
、
四
十
二
年
十
二
月
三
十

一
日
以
前
に
初
め
て
登
録
を
し
た
車
は

点
火
時
期
の
闘
整
だ
け
で
滅
少
装
置
を

取
付
け
る
必
要
は
な
い
。

0
取
付
け
る
装
置
は
運
舶
省
が
指
定
し

た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

0
調
整
済
、
装
置
取
付
け
済
の
自
動
車

に
は
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

排
出
ガ
ス
減
少
装
置
の

取
付
は
済
み
ま
し
た
か

光化学スモ ッグ季節にご注意

発令の条件

予報が 0注意栽にそなえて、テレビ、ラジオ等の報道に

発令されたとき 注意する。
0墨外で特に過激な運動をさける。

注意報が 0各学校、幼稚園、保育所などにおいてはできる
発令されたとき だけ屋外の運動をさけ屋内に入ること。

0目やのどに刺激を感じた人は、水道水等で洗眼
うがいをするとともに四条畷保健所または、市

役所に連絡する。
0不用不急の自動車を（吏用しない。

誓報が 0屋外になるぺく出ないこと。
発令されたとき 0目やのどに刺激を感じた人は、 水道水等で洗眼

うがいをするとともに四粂畷f呆腱所または、市
役所に連絡する。
0注意報の措置を再確認し、窓を閉める等の措置

をとる。

重大緊急警親が 0屋外に出ないこと。
発令されたとき 0警袈の措置を再確認し、室内において静かに対

処する。
0目やのどに刺激を感じた人は、水道水等で洗眼
うがいをするとともに四条畷（呆隧所または、市

役所に連絡する。

発令時の措置

臭 誓 注 予 発
麿 意

貪分
誓
報 報 報 報

＊ 
キ
シ
ダ

，， ，，， ク ン

ら発
度
が ＾ ＂ ゜
。
゜゚五 碁

゜
5 五 。

ppm ppm ppm ppm 
に 準
達

，，， ク ,, し
た
と
き

五
月
に
入
っ
て
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
予

紺
、
注
意
転
が
発
令
さ
れ
、
年
々
発
生

時
期
が
早
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
工
場
、
事
業

所
や
自
動
車
か
ら
大
気
中
に
排
出
さ
れ

た
炭
化
水
素
や
窒
素
酸
化
物
な
ど
が
、

強
い
太
陽
光
線

（紫
外
線
）
を
受
け
て

光
化
学
反
応
を
お
こ
し
、
オ
ゾ
ン
、

パ

ー
オ
キ
シ
ア
七
チ
ル
ナ
イ
ト
レ
ー
ト
（

P
A
N
)
な
ど
の
過
酸
化
物
（
こ
れ
を

総
称
し
て
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と
呼
ん
で
い

ま
す
9

こ
の
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
が
主
成
分

と
な
っ
て
生
じ
る
視
程
を
悪
化
さ
せ
る

ス
モ
ッ
グ
が
、
い
わ
ゆ
る
光
化
学
ス
モ

ッ
グ
で
す
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
気
温
が
高
い

B
、
日
射
が
強
く
、
庚
が
弱
い
日
と
い

う
よ
う
な
気
象
条
件
の
と
き
に
発
生
し

や
す
く
、
被
害
状
況
と
し
て
は
、
目
の

刺
激
、
の
ど
の
痛
み
が
あ
り
ま
す
。



も
木
の
謀
が
よ
り
真
実
だ
と
言
う
こ
と

で
、
小
字
を
代
表
し
て
町
名
に
使
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

艮
村
、
其
村
に
つ
い
て
は
、
伝
説
に

も
残
っ
て
な
く
、
文
吝
に
も
出
て
こ
な

い
が
、
将
来
宅
地
化
さ
れ
れ
ば
遺
物
が

出
た
り
、
村
跡
が
出
て
く
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

西
防
龍
は
西
防
領
が
正
し
く
て
、
天

の
川
と
と
も
に
、
稲
作
に
は
最
適
の
場

所
で
も
あ
り
、
八
幡
領
と
し
て
の
名
残

り
が
今
も
小
字
名
に
残
っ
た
の
で
し
ょ

も
国
民
全
体
の
理
解
と
協
力
は
未
熟
で

す。
な
ぜ
か
と
苫
う
と
、
そ
れ
は
、
障
害

児
の
問
阻
は
「
自
分
と
は
無
関
係
な
世

界
の
で
き
ご
と
だ
」
と
思
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。

0
わ
た
し
た
ち
は
、
障
害
児
に
つ
い

て
遺
伝
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
も
っ
て

い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

障
害
児
の
発
生
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
交
通
事
故
や
出
産
時
、
新
生
児

期
の
障
害
、
薬
禍
な
ど
に
よ
る
場
合
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
て
、
遺
伝
に
よ
る
も

の
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

今
日
の
障
害
児
の
大
多
数
は
後
天
的

に
つ
く
り
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

し

た
が
っ
て
、
誰
の
家
庭
に
も
生
ま
れ
る

可
能
性
が
あ
る
わ
け
で
す
。

障
官
児
を
家
庭
の
中
に
も
た
な
い
と

い
う
保
証
は
誰
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
障
害
児
の
問
題
は
、
単
に

う
。

こ
の
あ
た
り
が
、
稲
作
文
化
の
中
心
結
谷
か
ら
始
っ
て
藤
が
尾
で
花
を
開
き

5
新
し
い
町
名
に

は
彗
〗
彗
い
い
〗地戸
臼
い
い
示
川
の
上
ま
〗
戸
新
し
い
町
が
で
き
、
ど
ん
な

て
お
り
、
遠
く
の
野
に
あ
る
垣
内
と
行
流
「
旭
の
縄
文
遺
跡
」
や
そ
れ
に
続
く
に
変
ろ
う
と
も
、
こ
の
長
い
長
い
先
祖

山
裾
に
多
く
の
跡
を
留
め
て
い
る
が
、

の
精
神
の
跡
に
悔
の
な
い
町
造
り
を
完

百
科
辞
典
に
よ
る
と
、
垣
内
は
近
く
稲
作
の
文
化
は
、
新
宮
山
の
あ
る
束
、
成
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

か

秘

ま

っ

た

歴

史

？
意
味
で
し
ょ
う
。

罰〗~
汀
夏[
[
ロ
ニ
応
（
そ
の

ん

で

い

た

だ

く

た

め

万

葉

集

に

現

れ

る

に
、
古
い

歴

史

に

つ

垣

内

は

、

「

か

き

っ

」

8
隣

い
て
天
野
が
原
町
と

会
窯

m

と
よ
び
な
ら
わ
さ
れ、

大
和
平
野
の
環
濠
垣

こ

の

子

ら

を

磯

i“ 

＇ 
団
／`

 

手
ー

同
じ
く
、
交
野
市
古

内
な
ど
の
よ
う
に
集

下

孤

独

に

し

て

は

文
化
同
好
会
（
奥
野

f

落
の
最
小
単
位
を
意

松

（
 

I
I

●

’

 

そ

平
次
氏
）
に
次
の
よ

令

な

ら

な

い

＾

賣

防

●

、
＇，
＇

ク

II、
味

す

る

も

の

と

さ

れ

ク・

う
な
話
を
聞
か
せ
て

て
い
る
が
、
こ
れ
ら

9̀
‘
 

ノ

⑰

い
た
だ
き
ま
し
た
。

其

村

..I'E
,'ー

は
新
し
い
形
態
だ
と
「
す
こ
や
か
に
生
ま
れ
育
ち
た
い
」

藤
が
尾
町
は
、

天

／

令

4

と

さ
れ
て
い
ま
す
。
「
領
康
に
く
ら
し
た
い
」
と
い
う
こ
と

勺

｀

、9

一
令
-
l

(

の
川
の
私
市
橋
か
ら

星
田
私
市
線
を
西
へ

、

．

｀

、

ぷ
グ
中
＊
ii：ー
ー社
t
、‘

?

＇

)

こ

の

よ

う

な

こ

と

は

、

誰

も

が

も

っ
て
い
る
人
間
と
し
て

・

拿

｀

を

勉

強

し

て

み

る

と

、

の

願

い

で

す

。

な

囀
．．
 

`

9

,；'‘、L

f
 

妙
見
川
か
ら
北
西
に

向
を
変
え
て
品
田
北

t

今
の
星
田
が
で
き
る
わ
た
し
た
ち
は
、
す
ぺ
て
の
子
ど
も

線
、
中
川
に
接
し

て

昔

、

先

祖

の

足
跡
の
の
幸
せ
を
願
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

北
へ
、
片
町
線
を
東
へ
、
天
の
川
を

さ

残

っ

た

所

が

垣

内

だ

と

思

わ

れ

て

い

ま

な

か

で

も

、

心

身

に

障

害

を

も

つ

こ

か

の

ぼ

っ

て

私

市

揖

の

間

、

や

や

矩

形

す

。

ど
も
の
生
活
と
権
利
は
守
ら
な
け
れ
ば

に
近
い
〇
・
三
四
kol
（
約
十
万
四
千

坪

）

中

水

道

は

、

江

戸

時

代

の

初

め

に

中

な

り

ま

せ

ん

。

の
面
積
が

あ

り

ま

す

。

川

の

水

を

東

に

流

し

、

北

に

折

れ

て

天

心

身

に

何

ら

か

の

障

害

を

も

っ

て

い

こ

の

場

所

に

ま

だ

古

い

歴

史

を

秘

め

の

川

と

共

に

沃

野

に

拍

車

を

か

け

て

い

る

児

童

の

数

は

、

百

人

中

数

人

は

い

る

た

小

字

名

が

残

っ

て

い

ま

す

。

た

と

こ

ろ

で

す

。

と

い

わ

れ

て

い

ま

す

が

、

交

野

の

町

を

富

士

が

尾

、

天

の

川

、

艮

村

（

う

し

そ

の

流

域

で

は

、

長

尾

の

片

山

先

生

歩

い

て

い

て

も

、

ほ

と

ん

ど

出

合

う

こ

と
ら
む
ら
）
、

外
殿

垣

内

、

其

村

、

西

ゃ

星

田

の

西

井

先

生

が

石

器

を

採

集

さ

と

は

あ

り

ま

せ

ん

。

防

龍

、

中

水

道

、

東

森

の

木

と

い

う

小

れ

て

い

ま

す

。

そ

れ

は

、

い

ま

の
日
本
の
社
会
が
障
害

）

字

が

あ

り

ま

す

。

ま

た

、

市

教

委

の

西

尾

謀

長

も

多

量

児

と

遊

離

し

て

い

る

社

会

だ

か

ら

で

す

富

士

が

尼

は

、

地

籍

図

で

兄

る

と

松

の

石

器

と

弥

生

遺

跡

を

片

町

線

を

越

し

ま

た

、

茄

害

児

の

教

育

を

う

け

る

権

4
 

,1
,
 
下

団

地

の

高

台

か

ら

北

の

屋

根

に

続

い

た

北

側

で

発

兄

さ

れ

て

い

ま

す

。

利
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
面
で

1

，
三
ゴ

[
mou

-

）

 

そ
の
家
族
や
関
係
者
だ
け
の
問
題
で
は

な
く
、
す
べ
て
の
人
の
問
凶
と
な
っ
て

い
ま
す
。

〇
わ
た
し
た
ち
は
、
障
害
児
と
い

っ

し
ょ
に
遊
ん
だ
り
勉
強
さ
せ
た
り
す
る

こ
と
を
い
や
が

っ
た
こ
と
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

閃
屯
児
を
蔑
視
す
る
こ
と
が
誤
っ
て

い
る
こ
と
が
、
だ
ん
だ
ん
理
解
さ
れ
て

お
り
、
閃
宮
児
も
み
ん
な
ひ
と
し
く
教

育
を
う
け
る
機
会
と
権
利
が
保
限
さ
れ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

阻
害
児
は
努
力
し
、
成
長
し
ま
す
が
、

そ
の
た
め
に
は
強
い
柏
神
力
が
必
要
で

あ
り
理
解
し
て
く
れ
る
友
が
も
っ
と
も

っ
と
必
要
な
の
で
す
。

み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
、
仲
良
く
生

活
す
る
こ
と
が
閲
害
を
も
つ
こ
ど
も
自

身
の
成
長
ば
か
り
で
は
な
く
、
す
ぺ
て

の
こ
ど
も
の
人
間
形
成
上
、
た
い
せ
つ

な
こ
と
な
の
で
す
。

本
市
で
は
、
現
在
、
養
護
学
級
を
四

小
学
校
と

一
中
学
校
に
設
沼
し
て
お
り

入
級
し
て
い
る
こ
ど
も
の
中
に
は
重
度

の
閲
宅
児
も
い
ま
す
。

障
害
を
も
つ
こ
ど
も
た
ち
に
対
し
て

正
し
い
理
解
と
協
力
を
期
待
し
て
い
ま

す。阻
害
児
を
も
つ
家
庭
が

”
家
の
恥
”

と
思
う
よ
う
な
社
会
は
近
代
社
会
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

閃
宮
児
の
問
題
を
地
域
社
会
の
人
た

ち
が
何
の
偏
兄
も
な
く
語
り
あ
え
る
社

会
、
障
害
児
や
そ
の
家
庭
を
孤
独
に
す

る
こ
と
な
く
、
社
会
の
一
貝
と
し
て
平

等
に
受
入
れ
、
そ
の
権
利
を
保
証
す
る

社
会
、
こ
れ
こ
そ
民
ヒ
国
家
の
社
会
と

い
え
ま
し
ょ
う
。

交
野
市
教
脊
委
且
会



かたの (5) 
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体

育

協

会発

足

す

る

交
野
市
体
育
協
会
の
発
会
式
が
、
五

月
十
九
日
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
9

こ
の
協
会
は
、
交
野
市
民
お
よ
び
市

内
に
職
を
有
す
る
者
を
対
象
に
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
振
興
と
体
力
の
向
上
を
図
り

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

研
究
会
、
講
演
会
等
の
各
種
事
業
の
実

施
、
企
画
、
指
導
の
事
業
を
行
な
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

卓

球

大

会

参

加

者

募

集

教
育
委
只
会
主
催
の
卓
球
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
六
月
二
十
四
日
（
日
）

午
前
九
時
か
ら

場

所

第

一

中

学

校

体

育

館

参
加
資
格
本
市
在
住
、
在
勤
の
人

対

戟

個

人

戦

、

団

体

戟

な
お
、
申
込
み
は
教
育
委
且
会
社
会

教
育
諜
ま
で
。

キ

ャ

ン

プ

用

具

貸

し

ま

す

／

．

夏
に
な
る
と
、
海
や
山
ヘ
キ
ャ
ン
プ

に
出
か
け
る
家
族
づ
れ
や
若
者
達
の
グ

ル
ー
プ
が
多
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
教
育
委
員
会
で
は
キ
ャ
ン
プ

用
具
の
貸
出
し
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
貸
出
し
の
条
件
は
本
市
在
住
の
人
。

申
込
受
付
は
七
月
二
日
か
ら
社
会
教

育
課
に
て
。

保
育
所
の
入
所
手
続
き
は

幼
児
対
策
室
へ

保
育
所
へ
の
入
所
手
絞
き
は
従
来
福

祉
事
務
所
で
行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

五
月
か
ら
幼
児
対
策
室

（本
庁
二
階）

で
取
扱
っ
て
い
ま
す
。

助
産
・
母
子
寮
の
事
務
も
行
な
っ
て

い
ま
す
の
で
遠
慮
な
く
相
談
く
だ
さ
い
。

”補
助
教
員
を

さ
が
し
て
い
ま
す
“

市
内
小
中
学
校
の
女
十
産
休
教
且
の

た
め
の
補
助
教
且
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

〇
募
集

0
資
格
●
免
許
状
を
所
有
し
て
い
る
こ

と。

●
学
校
教
有
法
第
九
条
の
欠
格

条
項
に
該
当
し
な
い
こ
と
。

●
餞
康
で
あ
る
こ
と
。

希
望
さ
れ
る
人
は
、
履
歴
杏
を
市
教

育
委
且
会
事
務
局
学
校
教
育
諜
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

tt

九
ニ
ー

0
―
ニ
ー

ー

内

線
ニー

九

小
学
校
と
中
学
校
（
国
語
）

ヽ

最
近
、
本
市
は
人
口
の
増
加
と
生
活

水
準
の
向
上
で
ご
み
量
の
排
出
が
非
常

に
多
く
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
状
態
に
対
処

す
る
た
め
、
清
掃
車
を
三
台
購
入
し
ま

し
た
。そ
の
事
業
費
の

一
部
は
、
年
金
積
立

金
還
元
融
資
を
受
け
て
い
ま
す
。

負

傷

者

救

出

に

報

償

金

を

交
通
事
故
で
負
傷
者
が
あ
り
、
警
察

や
救
急
車
が
到
若
す
る
ま
で
に
病
院
等

ヘ
搬
出
し
た
り
、
事
故
現
場
で
救
出
し

た
り
援
助
し
て
い
た
だ
い
た
場
合
は
袈

償
金
を
お
渡
し
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

こ
。t
 そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
枚
方
警
察
若

交
通
諜

(45
ー

―
二
三
四
番
）
へ
連
絡

く
だ
さ
い
。

農

地

の

売

買

転

用

届

日

の

変

更

農
地
の
先
買
、
転
用
な
ど
の
手
続
き

の
届
出
締
切
口
は
毎
月
五
日
ま
で
で
し

た
が
、
五
月
か
ら
毎
月
末
日
が
締
切
日

に
な
り
ま
し
た
。

ま
ち
が
え
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

、。
し
問
合
わ
せ
は
市
農
業
委
只
会
事
務
局

（内
線

―
―
二
）

ま
で
。

枝

迂

＼
 
＼
 

＼

＼

 

＼

、

m̀

、

府
道
枚
方
交
野
寝
屋
川
線
と
府
道
枚
方
大
和
高
田
線
の
交

差
す
る
附
近
で
天
野
川
改
良
工
事
（
新
天
野
川
僑
架
換
工
事
）

が
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
、
四
卜
九
年
四
月
三
十
日
ま
で
別
図

の
と
お
り
通
行
禁
止
と
な
り
ま
す
。

新
天
野
川
橋

通
行
禁
止

二日続いて

火事と爆発

さ
が
し
て
ま
す

コーナー

保

育

罰

g
翡

知

募
集

市
立
保
育
所

・
幼
稚
園
の
産
休
補
助

職

n
（ア
ル
パ
イ
ト
）
を
募
集
し
て

い

ま
す
。
保
母
・
教
諭
の
資
格
の
あ
る
人
で
希

望
さ
れ
る
人
は
、
履
歴
書
を
そ
え
て
幼

児
対
策
室
ま
で
申
出
く
だ
さ
い
。

清

掃

車

輌

を

増

強

＝新鋭の救急車

おめみえ＝

”ピ
ー
ポ
ー
・

ビ
ー
ポ
ー
＂
市
内
を

走
る
救
急
車
の
出
動
は
、
年
々
増
加
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

さ
る
五
月
十
八
日
、
社
団
法
人
大
阪

モ
ー
タ
ー
ポ
ー
ト
競
走
会

（会
長
笹
川

春
二
氏
）
か
ら
本
市
に
新
鋭
の
救
急
車

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
救
急
車
は
、
定
只
十
名
（
隊
只

三
人
を
含
む
）
一
度
に
七
人
の
負
傷
者

を
搬
送
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

従
っ
て
従
来
の
定
只
五
人
に
比
ぺ
る

と
大
き
な
差
が
あ
り
、
す
で
に
五
月
二

十
二
日
か
ら
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
車
内
に
は
人
工
酸
素
蘇
生
器

な
ど
新
ら
し
い
器
具
も
装
傭
し
、
搬
送

に
際
し
て
万
全
に
近
い
応
急
処
置
が
と

れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の

一

五
月
五
日
”
子
供
の
日
＂
の
夕
方
、

三
人
の
男
の
子
が
市
内
の
あ
る
神
社
に

出
か
け
、
建
物
の
天
井
裏
に
入

っ
て
ロ

ー
ソ
ク
に
火
を
つ
け
て
遊
ん
で
い
た
と

こ
ろ
、
ロ
ー
ソ
ク
の
火
が
茅
葺
の
屋
根

の
内
側
に
燃
え
移
り
火
災
と
な
っ
た
も

の
で
、
調
査
の
結
果
、
建
物
は
お
ろ
か

も
う
少
し
で
命
ま
で
失
な
う
危
険
の
あ

っ
た
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。

腕
白
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
男
の
十

で
も
火
遊
び
だ
け
は
、
ぜ
ひ
や
め
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
二
五
月
六
口
夜
、
あ
る
文
化
住
宅
の
二

階

（単
身
者
寮
）
で
、
三
人
の
会
社
且

（
い
づ
れ
も
未
成
年
）
が
最
近
流
行
の

シ
ン
ナ
ー
遊
び
を
し
て
い
て
タ
パ
コ
を

吸
う
た
め
マ

ッ
チ
を
す
っ
た
瞬
間
爆
発

が
お
こ
り
、
墜
や
家
具
と
共
に
二
階
か

ら
飛
ば
さ
れ
、

一
人
重
傷
、

二
人
軽
傷

で
も
う
少
し
で
死
亡
す
る
大
事
故
が
あ

り
ま
し
た
。



き
つ
づ
く
も
の
と
予
想
さ
れ
、
こ
れ
に

対
処
す
る
た
め
本
年
度
か
ら
来
年
度
以

降
に
か
け
て
少
な
く
と
も
小
学
校
三
校

・
中
学
校
一
校
の
新
設
は
必
至
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
ま
す
。

小
中
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
憲
法

第
二
十
六
粂
で
国
民
が
ひ
と
し
く
教
育

を
う
け
る
権
利
が
認
め
ら
れ
、
教
育
某

本
法
で
義
務
教
育
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
周
知
の
と
お
り
で
す
。

し
か
し
、
地
方
自
治
法
で
は
義
務
教

育
は
地
方
公
共
団
体
の
事
務
と
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
施
設
費
に
対
し
て
は
国
庫

負
担
法
が
別
に
定
め
ら
れ
、
市
が
学
校

建
設
に
あ
た
っ
て
は
こ
の
法
律
に
甚
い

て
そ
の
経
費
の
一
部
を
国
が
負
担
す
る

松 塚

担
で
あ
り
、
た
だ
ち
に
全
額
市
費
負
担

で
き
な
い
た
め
、
そ
の
大
半
に
相
当
す

る
一
億
五
千
四
百
万
円
を
国
や
府
か
ら

借
金
（
起
債
）

し
て
お
り
、
将
来
に
わ

た
り
市
が
返
済
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

し
た
が

っ
て
、

借
金
の
返
済
金
つ
ま

り
公
債
費
が
年
々
増
加
し
、
六
億
数
千

万
円
の
市
税
で
は
ど
う
に
も
や
り
く
り

つ
か
ず
、
赤
字
は
必
至
で
あ
り
、
本
市

の
苦
し
い
台
所
の
状
況
を
理
解
さ
れ
る

も
の
と
思
い
ま
す
。
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交遍瀑償費

％
で
、
ガ
ス
代
の
半
分
に
す
ぎ
ま
せ
ん

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
家
計
に
占

め
る
水
道
代
は
、
利
用
度
の
芯
い
割
に

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、

翌
宮
で
消
浄
な
水
を
送
る

た
め
に
は
、
共
大
な
費
用
が
必
要
で
す

し
か
も
今
後
水
需
要
に
応
え
る
た
ゃ

／ 主貪賣
・ • / 

・---
”ヽ
、r
‘‘、/ ．/

r 、、'/ ／偉●衝生費

/／ ／ 
ノ

ー9---/‘----, 
4‘‘ 光鶯水●.. ， 

. i J， 件料 りに
ー ，、ぺ':1,i金水まも
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拡良維 ． 業 の
張＇代拉らは 拡

生It賣 を‘管屯‘張
し(al1和46年）続水理気独 を

け源費（し立 続
る 役‘‘採け
必を古薬算 る
要費＜品制 必
がしな代の 要
あ‘ つ ‘たが
りなた人め あ

la
問一回

で
す
つ
い
究洒
会

座
談
会
の
開
催

●
共
同
購
人
部
会
1
1
生
活
物
安
の
共
同

購
人
を
予
定

●
広
報
部
会

1
1
広
報
”
か
た
の
”

に
隔
月
に
活
動
報

告
を
発
及
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
研
究
会
で
は
会

H

が
四
部
会
に
分
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会

と

も

ゞ

る

碑

教
育
委
只
会
主
催
の
春
季
大
会
が
五

月
二
十
日
午
前
九
時
か
ら
行
な
わ
れ
熱

こ
の
よ
う
に
多
く
の
事
業
を
実
施
す
一
[
-
マ

マ

さ

ん

バ

レ

ー

る
に
は
、
料
金
収
入
だ
け
で
は
到
底
莫
·
~
•

心

戦
の
末
、
松
下
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し

~
一
松
下
チ
ー
ム
優
勝
た
。

大
な
安
Ill
．瓦
捻
出
す
る
こ
と
が
で
き
ず

t

国
、
銀
．IJ
な
ど
で
偕
金
し
て
い
る
の
が

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

こ

譴

：
V
I
E

現
状
で
す
。

!/[I__

[~ 

一

題
を
研
究
し
ま
す

。

〗
寧

i田
E
2
]

i
-
-
i
•

冒
冒

•
―
―

研
究
会
だ
よ
ー
，
原
爆
被
害
者
の
会

i
-
[

市
で
す
え
ー
」
と
胸
を
は
っ
た客
·
;
：

映
画
の
つ
ど
い

巫
~

駅
前
と
交
野
駅
前
の
二
か
所
に
設
置
し

•
•
あ
る
晩
タ
クシー
中
の
会
話
で
し
た
昨

年
発
足
し
た
交
野
市
消
安
生
t

元
d
皿g／
ヽ

砂
＂コヽ
/ヽ
V
,
o
-

か
ご

ま
し
た。

こ

だ

ま

こ
の
暖
か
い
善
意
に
厚
く
お
礼
申
し

0
「
地
本
主
義
」
と
言
う
文
字
が
チ
ョ
題
研
究
会
は
、
四
月
二
十
五
日
第
一

を

寄

贈

上
げ
ま
す
。

小

坂

生

ィ
／
ヽ
で
て
く
る
…
…
…
上
地
が
経
済
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

交

野
市
原
爆
被
害
者
の
会
で
は
、
援

g

籍
な
柳
の
若
芽
が
晩
呑

活
動
の
基
本
と
い
う
こ
と
：
；
…
…
今
年
本
年
度
の
事
業
は
次
の
と
お
り
一
護
法
達
成
の
た
め
、
い
ろ
い
ろ
の
働
き

燃

に
ゆ
れ
、
莉
空
に
今
年
始
め
て
の
人
道
発
表
さ
れ
た
長
者
番
付
は
殆
ん
ど
土
地

●調
査
研
究
部
会1
1消費
物
価
に
一
を
し
て
い
ま
す

。

碑
枚
方
寝
屋
川
粁
年
商
工
会
議
所
か
ら

〗
阪
-
ぃ
i辛
幸i宰
蕊Lい
盛
奴

感
謝
し
ま
す
[
i

雰
委
を
兄
る
頃
と
な
る
と
凌
々
と
し
た
南
成
金
ば
か
り
…
…
…
創

意

と

勤

勉

に

対

て

の

調

査

研

｛

一

般

の

人

に

も

知

っ

て

い

た

だ

く

た

碑
ゴ
ミ
く
ず
か
ご
を
二
個
い
た
だ
き
、
市

風
が
吹
き
寄
せ
る
…
…
…
大
空
に
泳
ぐ
す
る
は
頬
と
期
待
が
失
わ
れ
て
い
く
様

●
研
修
部
会

1
1
兄

学

会

、

講

{

め

七

月

八

日

（
日
）
午
後
二
呼
か
ら
福

碑
で
は
さ
つ
そ

vゴ
ミ

vず
か
ご
を
私
市

・

・

封

障

者

の

た

め

に

と

、

滓

鯉
の
ぼ
り
は
幼
き

LI
の
郷
愁
か
。
＂z
菜

な

気

が

し

て

な

ら

な

い

”

"

祉

セ

ン

タ

ー
で
映
画
と
万
オ
の
会
を
行
盛

．

且

田

小

学

校

三
十
七
年
度
盛

な
い
ま
す
の
で

一
人
で
も
多
く
参
加
く
滓

若
葉
の
む
せ
返
る
111
野
を
踏
破
す
る
に

0
堅
苫
し
く
胸
の
つ
ま
る
様
な
市
役
所

卒
業
生

一
同
か
ら
六
千
六

碑

1

,

 ．．
 
、

1
.
J
‘

は

絶

好

の

季

節

。

に

行

く

こ

と

を

余

り

好

ま

な

い

。

人

11

だ
さ
い
。

心

汀
且
且
〗
汀
い
い

t
[

伝[
-
a
B

月
日
｀

·
-
山
唸

m
i凸い
はt
i
`

こ
の
暖
か

い
菩
意
に
惑
魯

細
に
つ
い
て
は
、
交
野
市
大
字
介
治
二

魯

ヽ
艮

0
．

詞
時
に
人
繁
成
…
…
…
心
の
通
う
行
政
く
だ
さ
る
心
も
和
ら
ぐ
と
お
ば
あ
ち
ゃ

4

謝
し
て
い
ま
す
。

碑

た
こ
そ
市
民
を
叫
る

く
す
る

”
"
ん
が

t.
Iっ
て
い
ま
し
た
。

災
人
揃
い
で

二
三
0
番
地
、
寺
田
股
宅

t
t
九
~
~
り

”" 

か

0
「
街
に
ハ
チ
ン
コ
柑
は
．
粁
も
お
ま
愛
嬌
者
…
…
…
と
市
民
に
は
好
評
”
"

一
ー
ニ
三
四

0
ま
で
。
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 家計に占める水道料金

私
た
ち
が
、
日
常

生
活
を
し
て
い
く
た

め
に
心
要
な
も
の
の

料
金
は
、
図
ー

a
の

と
お
り
変
動
し
て
い

ま
す
。

こ
の
中
で
も
、
光

熱
水
役
の
変
動
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
本
市

の
水
道
料
金
も
三
十

五
年
か
ら
余
り
変
化

し
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
料
金
が

私
た
ち
の
家
計
に
占

め
る
割
合
は
、
図
ー

b
で
み
ら
れ
る
よ
う

に
光
熱
水
費
が
最
も

低
く
、
そ
の
中
で
も

水
道
代
は
わ
ず
か
⑪

11!n 

＂゚
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(8) かたの

ハ
サ
ミ
、
切
出
ナ
イ
フ
、
安
全
カ
ミ

ソ
リ
の
刃
、
手
糸
、
針
金
、
ポ
リ
袋
、

を
準
備
す
る
。

台
木
の
準
備

台
木
は
、
あ
ら
か
じ
め
春
先
に
ヤ
プ

ッ
パ
キ
、
サ
ザ
ン
カ
を
鉢
植
え
し
て
お

く
、
こ
の
際
”
つ
ぎ
木
”
後
の
管
理
を

簡
単
に
す
る
た
め
に
、
鉢
の
径
は
20cm

1
25cm
程
度
の
も
の
に
五
ー
六
本
植
え

て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
台
木
を
、
基
葉
一
ー
ニ
枚
残
し

つ
ぎ
木
に
先
だ
っ
て
必
饗
な
用
具

つ
ぎ
木
の
歴
史
は
、
古
く
有
史
以
前

か
ら
行
な
わ
れ
、
そ
の
方
法
も
経
験
的

に
い
ろ
い
ろ
工
夫
考
案
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
い
ま
か
ら
述
べ
る
緑
技
接
は
つ
ぎ

木
の
新
技
術
で
簡
単
で
、
活
苔
率
の
麻

い
方
法
で
す
。

緑
枝
接
は
春
に
伸
び
た
母
樹
の
新
梢

が
少
し
固
ま
り
か
け
た
頃
か
ら
秋
ま
で

い
つ
で
も
接
ぐ
こ
と
が
で
き
、

一
般
に

行
な
う
に
は
、
落
葉
樹
は
五

1
七
月
、

常
緑
樹
は
七
ー
九
月
が
無
難
な
時
期
で

し
ょ
う
。

で
は
、
”
つ
ば
き
”
を
例
に
と
っ
て

簡
単
に
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

誰
れ
に
で
も
で
き
る

緑
枝
接
の
仕
方

穂
木
の
準
備

穂
木
は
適
当
な
新
梢
を
採
り
、
し
お

れ
な
い
よ
う
に
水
に
浸
け
て
お
く
、
こ

れ
に
二
葉
つ
け
て
切
り
、
基
部
を
1
c
m

l
⑭

cm
ぐ
ら
い
を
よ
く
切
れ
る
刃
物
で

ク
サ
ピ
型
に
削
り
ま
す
。
図
ニ

つ
ぎ
木
の
仕
方

削
り
終
っ
た
穂
木
は
、
切
口
が
か
わ

か
な
い
よ
う
に
唇
で
は
さ
ん
で
口
中
に

含
ん
で
お
き
、
さ
き
に
準
備
し
た
台
木

`̀1台木

形
成
屑 凰

□ロ

て
切
断
し
、
切
り
口
を
ナ
イ
フ
で
き
れ

い
に
切
り
も
ど
し
て
お
く
。
図
l

日家庭園只

灼
も
彦
迄
彦
・
＞

n．
こ
迄
彦
・
こ
．
迄
泊
・
氾
迄
．
乞
．泥

を
割
り
、
そ
の
割
れ
目
に
穂
木
を
さ
し
却埓

込
む
、
こ
の
際
、
台
木
と
穂
木
の
形
成
ぷ

層
を
合
わ
せ
る
こ
と
が

一
番
大
切
な
こ

[

g

田

I

国

と
で
あ
り
、
台
木
と
穂
木
の
太
さ
が
同
“

じ
で
あ
れ
ば
簡
単
で
す
が
、
台
木
と
穂
（

田

i

g

邸

木
の
片
側
の
形
成
陪
を
合
わ
せ
る
。

“

百づ

絲

“"l
,

戚

図
三

g
 

穂
木
の
削
り
終
り
が
、
台
木
の
割
り
代

終
り
に
密
召
す
る
よ
う
に
き
っ
ち
り
と
一

民

場

の

穂
木
を
さ
し
込
ん
だ
ら
、
動
か
な
い
よ
“

磁

市

広

う
に

F
糸
で
し
ば
る
。

四

つ
ぎ
木
が
終
れ
ば
、
鉢
ご
と
ポ
リ
袋
“

,
．
r
,
 

磁

を
か
け
て
十
分
灌
水
す
る
。

⑳

緑
技
接
の
時
期
は
か
な
り
気
温
が
高
“

く
、
ゆ
合
組
織
の
形
成
に
は
都
合
が
よ

g

い
の
で
す
が
、
密
閉
し
た
ま
ま
日
光
に
一

年

巫

畷

5

当
て
る
と
内
部
の
温
度
が
あ
が
り
す
ぎ
3ぷ≪

 
5
 

る
の
で
、
六

・
九
月
は
、
”
ヨ
シ
ズ

二
枚
重
ね
、
七

・
八
月
は
三
枚
重
ね
に
奴
荒
れ
果
て
し
庄
屋
の
屋
敷
の
片
隅
に

磁

す
れ
ば
内
部
の
気
温
を
適
温
に
保
て
ま
心
古
木
の
桃
の
花
咲
く
が
見
ゆ

す

。
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野
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ぐ
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牡
丹
散
り
土
塀
い
た
み
し
古
寺
の
詣

つ
ぎ
木
後
の
管
理

一
者
も
ま
れ
に
梅
雨
に
近
？

市

●

キ

交

ど

な

た

で

も

ご

参

加

く

だ

さ

い

菊
井
幽
堂

匹
ゴ
ト

会

費
1
1

五
0
円

磁

苦
通
ニ
ー
三
週
間
で
完
全
に
ゆ
合
組
“

織
が
形
成
さ
れ
る
の
で
、
つ
ぎ
木
後
の5
め
ぐ
り
来
ぬ
去
年
に
約
せ
し
同
窓
会

4
>へ
1

問
ム
ロ
わ
せ1
1

九
一
~
五
九
五
（

柳
―

密
閉
期
間
は
二
週
間
位
で
、
必
要
以
上
男
女
と
も
/
＼
楽
し
き

一
と
き

長

く

密

閉

し

て

お

く

と

、

カ

ピ

な

ど

の

'

藤

原

フ

ク

野

外
活
動
同
好
会
で
は
、
五
月
十

一

人

人

人

宮
が
で
る
の
で
気
を
つ
け
る
こ
と
で
す
≪
洗
い
終
え
て
腰
お
ろ
し
た
る
我
の
膝
日
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
四
十
八
年
度
事

5

2

4

 

．
 

二
週
間
ほ
ど
経
過
し
た
ら
、
ポ
リ
袋

g
に

本

を

持

ち

き

読

め

と

せ

が

む

も

業

lt画
を
決
定
し
ま
し
た
。
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1

1

奴

5

の

項

点

に

穴

を

あ

け

、

除

々

に

外

気

に

森

田

泰

子

埜

辺

会

長

は

、

今

年

の

主

な

事

業

と

口

馴
ら
し
て
い
き
、
十
日

1
二
十
日

位

で

｛

民

謡

を

口

ず

さ

み

つ

：

お

茶

を

つ

む

し

て

は

オ

リ

エ

ン

テ

ー

リ

ン

グ

、

キ

ャ

生

亡

入

覆
い
を
全
部
取
り
さ
る
よ
う
に
し
ま
す
孤
新
芽
の
香
り
肌
に
か
ぐ
わ
く
ン
プ
、
若
者
の
つ
ど
い
で
市
民
と
共
に

A

出

死

転

ポ
リ
袋
を
取
り
去
っ
た
後
は
、
乾
燥

g

肛
主
ナ
カ
活
動
す
る
碁
本
方
針
を
決
め
ま
し
た
。

さ
せ
な

い
よ
う
に
よ
く
注
意
す
る
こ
と
｛
白
き
雲
阿
蘇
に
広
が
り
美
し
く
山
す
特
に
、
小
中
学
生
の
キ
ャ
ン
プ
指
導

の

如
臥
い
い
~

現

2
0
0
1
l
q

と
、
ま
た
、
日
除
け
の
”
ヨ
シ
ズ
＂
は
磁
そ
守
く
春
卒
の
萌
ゆ
活
動
を
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

そ
の
夏
中
一
枚
程
度
か
け
て
お
く
方
が
5

奥
野
喜
子
ま
た
、
野
外
活
動
同
好
会
で
は
会
且

市

昨

4
3
2
2
2
1

5
 

防
堵
後
の
伸
長
が
よ
く
、
活
荘
が
確
認
｛
海
甘
く
白
き
砂
丘
に
風
光
り
馬
車
の
科
集
し
て
い
ま
す
。

月

口

男

七

＼ヽ

渓

人

で

き

れ

ば

、

早

い

目

に

し

ば

っ

た

手

糸

磁

窓

辺

に

ア

カ

シ

ヤ

匂

う

連

絡

先

ー

教
育
委
員
会

を

取

り

去

り

、

台

芽

も

か

き

と

る

よ

う

畑

厚

主

一
江

に

し

ま

す

。
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